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圄
河本敦夫著

「現 代 造 形 の 哲 学」

岩 崎 美 術 社,1973年

本書は,京 都工芸繊維大学 を今春定年退官 された著者の,長 年にわたる現代美術 とデザ

イ ンの問題 にっいての思索の跡をまとめたものである。本来,美 術 とデザインとは,そ の

成立す る場所,或 ひはその空間的 な気味を異 にするものでありなが ら,し かも現代 におい

て両者が近接す る理 由を,哲 学的 に解明することが,本 書 の意図であるや うに思 はれる。

「現代造形」 とは,勿 論美術 とデザ インとを包括す る概念で あり,そ れの 「哲学」的考察

を試 みる所以 は,従 来の美学的研究方法をもって しては,デ ザイ ンの問題 についての十全

な解 明に到達 し得ないと考へたか らであった。

ほぼ前半 は現代美術の諸傾向,抽 象主義,シ ュル レア リスム,キ ネテ ィック ・アー トな

どの諸様式 の中に,そ れ らを成立 させ る思想的根拠 を探ねる。 自然 からの離脱 と合理主義

的自然観の否定 を媒介 として,「 本質的な現実」(モ ン ドリアン)へ 迫 らうとする方向 が,

そこに見出 されるであ らう。 しか し,本 質的 な現実 は生命的 な現 実の躍動を意味 しなけれ

ばな らず,主 観,客 観の特殊的な性格か ら解放 されて 「普遍的(宇 宙的)な 美」 を創造す

るものでなければな らない。 自然や現実の具象的な形態を超 えた,い はば 「純造形的空間」

が,こ こに形成 されなければならない。それ故 に美術活動 は,日 常的 な現実 の次元 を越 え

て,む しろ現実の真相 を開示す るものでなければな らず,こ の意味 において,.「道具的空

間」 の中 に位置づ けられるデザイ ン的造形 とは,本 来的 に,そ の成立す る場所 を異 にす る

もので あった。 しか し今世紀以来,美 術は 「実人生 の場か ら脱離 した別世界に生息 するの

ではなく,実 人隼の空間そのものの中に出て,そ こにあるもろもろの存在 と共 に足 を地 に

つけて在 りたい」 といふ願望 を持つ に至った。 ここに美術思潮 そのものの側 から,現 代の

デザイン造形 を促す方向が見 出されるのである。

しか しデザイン活動における造形的空間は,美 術 におけるイメー ジの世界ではな く,現

実的な道具的連関の うちに絡 みあった,い はばわれわれの 日常的 な実践の場 におけ る空間

である。即 ち造形活動その ものにおいて,美 術 とデザインとは共通的な性格 をもつ として

も,造 形的空 間の もつ意味は相互 に異 ってゐる。 とすれば,こ こにデザ イン的空間の造形

的な統一性は如何 にして可能 であるかが問はれなければならない。
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著者は,基 礎科学者の取 り扱ふ物理 的空間 と,工 学的技術者 にとっての道具的空 間との

相違 につ いて語 る。基礎科学 において見出 された物理的空間の秩序 を,工 学的技術 は実生

活 における道具的空間の中に組織付 け,こ の ことによって道具的空間をよ り一層秩序 ある

もの として発展 させる。従 って 「工学的技術の空 間は,歴 史的道具的空 間で ある」 といは

れる。即 ち科学的に抽象 された物理的乃至化学的空 間を,実 生活ゐ場 において,新 しい秩

序の道具的空 間へ と媒介 し,こ れを歴史的 に発展 させ るものが,工 学的技術 と呼ばれるも

ので ある。 さうして今やデザ イン活動は,構 造上,こ のや うな工学的技術 と極めて類似 し

た性格 をもつ もの として捉へられるのである。 「工学的技術 が,基 礎科学の抽象的空 間 と

道具的空間とを媒介するのに対 して,デ ザインは,先 述の純造形的空間 と道具的 なそれ と

を媒介す る」 からである。媒介す るとは,し か し美術 を実生活における道具的 な空間の中

に,無 媒介 的に位置づけることではない。それはむ しろ道具的な空間を 「調和的 に」秩序

づける働 きとして,デ ザ イン活動の中に参加すべ きもので なければな らない。

か くしてデザインが,道 具的空間における独 自の造形活動を意味すべ きであるならば,

そこに働 く美的,工 学的,経 済的等々の諸契機 は,単 に平面的な結合関係の うちに置 かれ

るのではなく,む しろダイナ ミックな立体的統一関係の うちに働 くもので なければならな

い。 さうして,こ の意味 においてのみ,デ ザイ ンは,独 自の統一的 な造形活動 として認め

られることがで きるのである。デザイ ン活動の統一 の場 は 「多次元的」で ある。 しか し次

元 を異に し,相 互 に異質的なものが,如 何 にして全体的統一 を形成 し得 るのであ らうか。

それは 「ながら」 の関係 の中に,様 々 な契機が,同 質化 されないままに共存 し,物 品の,

全体のヴ ィジ ョンの うちにダイナ ミックな統一構 造を形成 しなければならない。 かくして

「デザイ ンにおける物品の形態は,そ の物 品本来の機能的 な在 り方,及 びそれが開 く生活

軌道,ひ いては広 く生活空 間を指示す る記号体 となって いる」。

われわれは,現 代において,い はば記号的環境の中に生 きて ゐる。さうして,実 生活 に

おける形 態を記号 として見出す ものが,わ れわれの機能的セ ンスに外ならない。機械文明

の中に培 はれた機能的セ ンスが,自 己の生活領域の中に記号的意昧 を見出す時,そ れは理

想的な生への記号 として,必 然的 に抽象的形態への方向を内包 しなければならない。機械

的生産 における造形 が,そ の生産過程 の類型性 によって,自 ら抽象的形態 を産 出すると同

時 に,ま たこのや うな抽象的造形 を支へる精神 的基盤 として,わ れわれの生活空 間の機能

性 と,機 能美的 なものへ の志向が存在するといふことがで きるであ らう。

本書は,現 代 において新 しく注 目されは じめたデザ イン芸術が,ど のや うな思想的基盤

の上 に成立す るもので あるか,ま たそれが現代の美術思潮 と,ど のや うな関はり合 ひをも

っ かといふ点 に論述 の重点が置かれ,こ のや うな観点の下に現代美術の意味 とデザイ ン芸
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術 の構造 とを,よ り深 い根底 か ら解明す ることを意図 して ゐる様 に思 はれる。デザ イン現

象 につ いて述べ られた書物は数 多いが,デ ザイン的空 間の構造 を本質的に探究 し,し か も

デザイ ンの もつ社会的,歴 史的な機能への展望 まで を示唆す る文献 は,或 ひは数少 いので

はないかと思ふ。勿論著者は本書 を以てデザインに関す る問題 をすべて解決 したわけでは

ない。 しかしデザ インの もつ意味 は,こ のや うな観点において,か なりな程度 まで捉 へら

れ得 るで あらう。ややもすれば,分 裂 した様 々な角度 か らデザインの問題 を捉 へ,方 法論

的立場の 明確で ないデザ イン研究 にとって,確 かに有益 な指針 を与へ るもの といふことが

で きるで あら う。

勿論,こ こにも2,3の 疑問がないわけではない。本書 においては,現 代 における美術

現象 とデザイ ン現象 との比較論的 な考察 も念頭 に在ったと思 はれ,そ の現象の背後 に在 る

理念的な意味が問はれることによって,両 者の近接的な関係が解 明された。た しかに芸術

思潮の面 に関 して,そ れは正当な解釈であらう。 しか し反面,現 代美術 が純粋造形 を目指

し,抽 象的 なイメージの世界 を建設す ることによって,逆 に現 実生活 における芸術活動 が

要求 されるに至るといふパ ラ ドクシカルな社会的欲求が在 りは しないか といふ疑問も生 じ

るのである。或 ひはまた美術活動 もデザイン活動 も,人 間の創造的 な営みで ある以上,人

間の精神的基盤 において相連 るものであることは,或 ひは当然のことであるともいへ るの

で ある。現代的な美的セ ンスの面 において,或 ひは歴史的,社 会的 な場 にお けるわれわれ

の芸術 的体験の うちに,両 者は本来的 に密接な連関 を含むものでなければならない。

デザイ ンの構造的特質 として語 られた 「なが ら」の構造 も,従 来の芸術が その構造の う

ちに内包 して ゐたものではないであらうか。仏像 を拝みながら視 るとか,物 語 を理解 しな

が ら絵 画作品 を視 るとか,い った態度は,人 間が現実の複雑 な諸契機の関胼の うちに生 き

る存在である以上,或 ひは当然のことであったのかもしれない。む しろ 「ながら」 の構造

をもつ芸術活動が,芸 術 の自律性 の確 立への方向の うちに,純 粋造形 とは別種の ジャ ンル

として,実 生活 におけるデザ イン活動 を成立 させるに至ったと考へることもで きるので あ

る。 しかしこのや うな考察態度 にとって,デ ザイ ン造形 が,美 学的探究の範囲 を越 えると

するならば,従 来の芸術 活動 にっいても,美 学は無 力で あったといふ,矛 盾 した帰決 が導

き出され ることにな りはしないだ らうか。

ここに想起 されるのは,「 技術美の美学」 を提唱 される竹 内敏雄氏 の立場で ある(「 塔

と橋」参照)。自然美 と芸術 美 との接点 として,ま た両者 を媒介す るものとして,技 術美 の

独自性 を主張す る彼は,勿 論現代デザインの造形性 を念頭 に置 きなが ら,現 代美学の課題

の中心 に技術美の問題 を打 ち立 てや うとす る。勿論彼 の著書がデザイ ンの本質的契機 を端

的 に捉へてゐ るとはいへ ないであらう。 ただデザイ ンの問題 につ いての美学的 なアプロー
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チの方法が,少 くともそこに示 されて ゐるのでは ないかと思ふ。勿論技術美 は現代の機能

主義的デザ イ ンの様 式においてのみ認め られるのではな く,も っと広 くわれわれの生活 の

地盤 における道具的空間の う ち に成立 す るもので あるが故に,む しろよ り本質的 な問題

として,芸 術 活動 が本来的 に人間的技術の次元の下 に還元 されることによって見出 され る

もので なければならない。現代のデザ インにおいては,現 代的な美的セ ンスが,新 しい様

式を産出す るであ らう。デザイン活動 が,技 術 を通 して人閔の生活をより豊 かに,よ り理

想的な状態 に導 くべ きものであるな らば,美 もまたわれわれの 生 活 に とって 有 意 昧 的

significantな ものでなければならない。美の本質的追求は,わ れわれの現実的な生の地盤

の上 にこそ位 置づ けられるべ きで あるともいはなければならず,そ こには技術美の みなら

ず,社 会美 や文化美 といった美的範疇す ら語 られるべ きで あ らう。美 は窮極 的に,生 活の

中 に根 ざした 「人間的」 な美である外はないか らで ある。

同志社大学 金 田 民 夫

.;


